

















































　研究対象地域は、Chandigarh 北西方約 90km 付近のシワリク丘陵の東西縁である（図 2）。こ
の地域のシワリク丘陵は、他のシワリク丘陵とは大きく異なる特異な形状をもつ。それは、丘





認められる。Bhatpur 周辺では、シワリク丘陵の開析谷の中には、高度の異なる段丘面が 2 面（H、
L 面）が認められるものの、谷口でこれらの連続が絶たれている（図 6、7）。また、両段丘面

















せていることから、断面測量により垂直変位量を得た（図 10 断面 3、6）。また、図 10 の断面 4、
図 11 に見るように、ごく最近に形成されたと考えられる氾らん原上にも、低断層崖が認めら
れる。同様に、丘陵の開析谷の谷底にも低断層崖が連続しており、崖の先端部には膨らみが生
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